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５ 主要施策 
 

 

基本方針Ⅰ 
 

安全・安心で快適な生活 

を支える下水道 
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施策Ⅰ－１ 浸水被害の軽減と対策の強化   

１ 

は
じ
め
に 

 
 

 

 

近年の局地的な大雨等に対し、浸水被害を軽減するため、地域の状況に応じた効率的な

雨水整備を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ◆重点地区の整備 

●近年の降雨特性や都市機能の集積度等を踏まえ、選択と集中の観点から重点的に対

策を進める地区の選定および整備順位に関しての基本事項の検討を進め、２０１７

（平成 29）年８月に「千葉市雨水対策重点地区整備基本方針」を策定しました。 

●市街化区域の 279 地区に対して、大雨時に浸水リスクが高く、被害が発生した場

合に経済的損失が大きい都市機能が集積している 13地区を選定しました。 

●重点地区については、計画降雨（10 年確率）を、従来の 53.4mm/hr から

65.1mm/hr に引き上げ、貯留施設の整備などの対策の強化を図ります。 
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施策Ⅰ－１ 浸水被害の軽減と対策の強化 

【主な取組み】 

☞重点地区の整備 

   ⇒重点１３地区の６５．１mm/hr対応の整備（完了７地区、着手２地区） 

 ☞その他一般地区の整備 

   ⇒令和元年１０月２５日大雨などによる浸水被害のあった地区の整備 

 ☞下水道施設の耐水化 

   ⇒浸水が想定される処理場、ポンプ場の耐水化 
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施策Ⅰ－１ 浸水被害の軽減と対策の強化   

１ 

は
じ
め
に 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※重点地区（赤色着色）のうち、計画期間内で完了予定は赤線実線、着手予定は赤点線で囲った地区 
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浸水リスク   → 浸水実績、浸水想定深、地下施設の有無 

都市機能集積度 → 浸水想定被害額、防災関連施設・緊急輸送道路の有無、駅の有無 
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施策Ⅰ－１ 浸水被害の軽減と対策の強化   

１ 

は
じ
め
に 

 
 

  ◆その他一般地区の整備 

●緑区では、2019（令和元）年 10月 25日に本市における観測史上最大となる時

間最大降雨量 89.5mm（累計雨量が 329mm/日）を記録しました。 

●重点地区以外の一般地区においても、多数の浸水被害が発生しているため、地域状 

況に応じた手法を検討し、浸水被害軽減対策を実施します。（工事・防水板設置助 

成など） 
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中央区
（大森小）

花見川区
（犢橋中）

稲毛区
（区役所）

若葉区
（白井小）

緑区
（土気南小）

美浜区
（区役所）

１時間最大雨量 63.5mm 37.5mm 39.5mm 71.5mm 89.5mm 33.0mm

累計雨量 236mm 191mm 163mm 321mm 329mm 125mm

床上浸水 3件 1件 0件 12件 23件 0件 39件

床下浸水 6件 7件 1件 11件 51件 2件 78件

合計

R2 年 6月 1 日 第 19 報 

雨水整備イメージ 

地域状況に応じた整備を

行っていきます。 
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施策Ⅰ－１ 浸水被害の軽減と対策の強化   

１ 

は
じ
め
に 

 
 

  ◆下水道施設の耐水化 

●河川が氾濫し洪水が発生した場合、地震により津波が発生した場合及び高潮が発生

した場合に、浸水が想定される下水道施設（処理場、ポンプ場）の耐水化を図りま

す。 
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ハード対策（耐水化） 

ソフト対策（BCP） 

ポンプ場浸水対策 

防水板・防水扉・ 

防水シャッターの設置等 

 

防水扉の設置 

防水シャッター 
防水扉 

防水シャッターの設置 
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施策Ⅰ－１ 浸水被害の軽減と対策の強化   

１ 

は
じ
め
に 

 
 

 具体的取組 

 

取 組 １ 重点地区の整備 

概 要 

近年の局地的な大雨などにより、整備が完了した地区や低地部等で再び浸水被害が

発生していることから、浸水リスクや都市機能の集積度が高い１３地区を「重点地

区」として位置付け、整備水準を従来の１時間あたり５３．４ｍｍの降雨から６５．

１ｍｍの降雨に引き上げ、対策を強化します。 

主な事業 

①東寺山地区 

②宮崎地区（横水路以外） 

②宮崎地区（国道３５７号横水路）  

③都第１地区            

④黒砂地区⑤出洲地区        

⑥原東・原西地区          

⑦北部第１地区           

⑧東千葉地区※1 

⑨草野地区※1                            ※１計画期間内は着手のみ 

⑩高品※2、⑪本町※2、⑫中央※2、⑬寒川※2  ※２事業着手は R15年度以降に予定 

実施計画 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 

東寺山地区 ⇒ ⇒ ⇒          

東千葉地区       ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

宮崎地区① 

（横水路以外） 
⇒ ⇒ ⇒ ⇒         

宮崎地区② 

（横水路） 
 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒      

都第１地区 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒        

黒砂地区   ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

出州地区   ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

草野地区   ⇒ ⇒ ⇒  ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

原東・原西地区      ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒   

北部第１地区 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒       

インプット 整備完了地区 ７地区 

アウトプット 目標の方向性 現状値（R4） 目標（R14） 

重点地区整備率 増（↑） ０％ ５４％ 
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施策Ⅰ－１ 浸水被害の軽減と対策の強化   

１ 

は
じ
め
に 

 
 

  

 

取 組 ２ その他一般地区の整備 

概 要 
２０１９（令和元）年１０月２５日の大雨で被災した地区やその他の地区の整備を行

い、浸水被害の軽減を図るとともに、他事業関連等の整備も進めます。 

主な事業 

＜２０１９（令和元）年１０月２５日の大雨で被災した箇所＞ 

  千城台南地区 

  古市場地区 

  誉田地区ほか 

＜その他・他事業関連等＞ 

寒川地区 

稲毛海岸地区 

蘇我地区 

塩田地区ほか 

実施計画 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 

令和元年 10 月 25 日被災

箇所 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒        

その他・他事業関連等 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

 

取 組 ３ 下水道施設の耐水化 

概 要 

河川が氾濫し洪水が発生した場合、地震により津波が発生した場合及び高潮が発生

した場合に、浸水が想定される下水道施設（処理場、ポンプ場）の耐水化を図りま

す。 

主な事業 
ポンプ場耐水化 ３箇所 ※都、結城野、寒川雨水 

処理場耐水化  １箇所 ※中央浄化センター 

実施計画 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 

計画策定 ⇒            

都ポンプ場  ⇒ ⇒          

結城野ポンプ場  ⇒  ⇒         

寒川雨水ポンプ場    ⇒ ⇒        

中央浄化センター     ⇒ ⇒ ⇒      

インプット 処理場・ポンプ場耐水化 ４箇所 

アウトプット 目標の方向性 現状値（R4） 目標（R14） 

耐水化整備率 増（↑） ０％ １００％ 
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施策Ⅰ－１ 浸水被害の軽減と対策の強化   

１ 

は
じ
め
に 

 
 

  

 

取 組 ４ 防水板設置工事費の一部助成 

概 要 

２０１１（平成２３）年４月より、浸水被害の軽減を図るため、住宅などの出入り口

に防水板の設置を行う方に対し、工事費の一部助成を行っています。 

 

主な事業 

助成対象：防水板の設置及びその設置に伴う関連工事  

限 度 額：助成対象となる工事費の２分の１とし、７５万円を限度 

 

  

取 組 ５ 雨水貯留施設・浸透施設の設置費用の一部助成 

概 要 

家庭でもできる浸水被害防止と地下水涵養など水環境の保全対策として、公共下水

道に接続し不要となった浄化槽の雨水貯留槽への転用や雨水浸透ますの設置に対し

て、設置費用の一部助成を行っています。（２００１（平成１３）年度からは市販貯

留槽を追加） 

 

主な事業 

＜雨水貯留施設・浸透施設工事に対する助成＞ 

・補助対象区域：下水道計画区域内 

・ＰＲについて 

② 地元自治会への説明、ポスターの掲示、ツイッター、フェイスブッ

ク等 
  ②自治会・関係機関に対してリーフレット配布（下水道各課） 

  ③各区の公共施設にＰＲ用の雨水貯留槽を設置 
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施策Ⅰ－２ 地震時における機能の確保   

１ 

は
じ
め
に 

 
 

 

 

地震発生時に下水道の流下・処理機能を確保するため、管きょや処理場・ポンプ場の耐

震化を進めるほか、災害時等における対応力向上に努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

  ◆重要な幹線等の耐震化 

●近年、全国各地で大規模地震が発生し、下水道施設も甚大な被害を受けました。兵

庫県南部地震の被害を踏まえ耐震基準が強化されましたが、１９９７（平成９）年

度以前に施工された下水道施設の耐震化は十分進んでいません。そのため、本市で

は、重要な幹線等の耐震化を進めています。 

なお、２０２２（令和 4）年度末で、重要な幹線等の耐震化率は 8２％となります。 
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施策Ⅰ－２ 地震時における機能の確保 

【主な取組み】 

☞重要な幹線等の耐震化 

   ⇒重要な幹線等８４５ｋｍのうち、令和４年度末に６９５ｋｍを耐震化 

耐震化延長約８５ｋｍ 

☞マンホールトイレの整備 

 ⇒小中学校等１８８校（県立高等学校２２校含む）について、令和７年度完了予定 

    ※令和４年度末までに１６０校を整備 
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施策Ⅰ－２ 地震時における機能の確保   

１ 

は
じ
め
に 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●下水道総合地震対策計画（令和４年度～令和８年度）においては、液状化地区の重

要な幹線等の耐震化を概ね完了させ、令和９年度以降は、下水道ストックマネジメン

ト計画に合わせ、液状化地区以外の老朽化した重要な幹線等の耐震化を優先的に実施

します。 
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施策Ⅰ－２ 地震時における機能の確保   

１ 

は
じ
め
に 

 
 

  ◆マンホールトイレの整備 

●大規模地震時には、断水等で水洗トイレが使用できなくなるおそれがあります。そ

のため、避難所の衛生的なトイレ環境の確保に向け、千葉市地域防災計画に位置づ

けられた市内の小中学校等 188 校（県立高等学校 22 校含む）に順次マンホール

トイレを整備しています。 

なお、2008（平成 20）年度から整備に着手し、2022（令和 4）年度末で 160

校の整備が完了しています。（整備率 85%） 

   ●小中学校等 188校（県立高等学校 22校含む）のマンホールトイレの整備は、２ 

０２５（令和 7）年度完了を目指します 
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マンホールトイレは水源を非常用井戸や

プール水としているため、地震などにより

断水が発生しても、利用可能なトイレです 



57 

  
 

施策Ⅰ－２ 地震時における機能の確保   

１ 

は
じ
め
に 

 
 

 具体的取組 

 

取 組 １ 重要な幹線等の耐震化 

概 要 

現在、重要な幹線等で耐震性能が確認された路線は、８２％となっています。 

令和８年度までに液状化地区の重要な幹線等の耐震化が概ね完了することから、以

降は液状化地区以外の老朽化した重要な幹線等の耐震化を優先的に実施します。 

主な事業 

管きょ耐震化            Ｌ＝８４５ｋｍ（R4変更） 

内訳 美浜区            Ｌ＝１３３ｋｍ 

 美浜区以外の液状化想定地区  Ｌ＝ ５６ｋｍ 

非液状化想定地区       Ｌ＝６５６ｋｍ 

実施計画 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 

美浜区 ⇒            

液状化想定地区 

（美浜区以外） ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒       

非液状化想定地区 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒  

インプット 

美 浜 区 １３３ｋｍ 

美浜区以外の液状化想定地区 ５６ｋｍ 

非液状化想定地区 ５９１ｋｍ 

アウトプット 目標の方向性 現状値（R4） 目標（R14） 

管きょ耐震化率 増加（↑） ８２％ ９２％ 

  

取 組 ２ 処理場・ポンプ場の耐震化 

概 要 

ポンプ場及び汚泥処理施設等について、施設の再構築とあわせて耐震化を進めるほ

か、施設を更新するまでの当面の間、安全性と最低限の下水道機能を確保するための

補強を実施し、被災リスクの低減を目指します。 

主な事業 

地震時におけるポンプ場機能の確保 ８箇所 

※ひび野、都、村田雨水、若葉、越智、蘇我雨水、大椎、長作 

地震時における汚泥処理機能等の確保 ８施設 

 ※南部浄化センター ６施設 

※中央浄化センター ２施設  

実施計画 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 

ポンプ場 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒      

中央浄化センター   ⇒ ⇒  ⇒ ⇒      

南部浄化センター  ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒       

インプット 地震時におけるポンプ場機能の確保 ８箇所 

アウトプット 目標の方向性 現状値（R4） 目標（R14） 

地震時におけるポンプ場機能の確保 増加（↑） ０箇所 ８箇所 
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施策Ⅰ－２ 地震時における機能の確保   
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取 組 ３ マンホールトイレの整備 

概 要 

被災時に１か月以上の避難生活が必要となる人は約４万人と見込まれています。そ

のため、避難所のマンホールトイレの整備は急務であり、引き続き、防災部局と連携

し、市立小中学校等（県立高等学校含む）への整備を目指します。 

 

主な事業 

市立小中学校等 １６６校 

県立高等学校   ２２校（R4追加） 

 

実施計画 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 

市立小中学校等 ⇒ ⇒ ⇒          

県立高等学校    ⇒ ⇒        

インプット マンホールトイレの整備 ３年間で２８校（１４０基） 

アウトプット 目標の方向性 現状値（R4） 目標（R14） 

マンホールトイレ整備率 増加（↑） ８５％ １００％ 

  

取 組 ４ 下水道ＢＣＰ※の取組み及び他都市等との連携強化 

概 要 

緊急時に備えて、下水道ＢＣＰを策定しています。 

今後も、下水道ＢＣＰマニュアルを精査していくとともに、災害時の他都市等との連

携を構築し、緊急時の対応力を強化します。 

 

主な事業 

下水道ＢＣＰマニュアルの精査 

防災訓練の実施 

 

実施計画 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 

ﾏﾆｭｱﾙ精査 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

防災訓練の実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

インプット 
下水道ＢＣＰマニュアルの精査 年１回改訂 

防 災 訓 練 の 実 施 年２回訓練 

アウトプット 目標の方向性 現状値（R2） 目標（R14） 

防 災 訓 練 の 実 施 継続（→） 実施 実施 

他都市連携を想定した訓練の実施 継続（→） 実施 実施 
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  ※ＢＣＰ：事業継続計画（Business Continuity Plan）   
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施策Ⅰ－３ ストックマネジメントの推進   
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良好な生活環境を守るため、持続的に下水道が使用できるように、下水道施設の適正な

維持管理及び計画的な改築を行います。 

 

 

 

 

 

 

  ◆管きょの維持管理・改築更新 

●今後、急増する老朽化施設に対して、施設が保有するリスクを分析し、効率的かつ

効果的な維持管理を行うために、第１期下水道ストックマネジメント計画（平成 30

年度～令和 4年度）の評価と見直しを実施したうえで、第２期下水道ストックマネ

ジメント計画（令和 5 年度～令和 9 年度）を策定し、計画的に点検・調査及び改

築・修繕を実施していきます。 

 

【管きょ点検・調査・改築のイメージ】 
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施策Ⅰ－３ ストックマネジメントの推進 

【主な取組み】 

☞管きょの維持管理・改築更新 

  ⇒点検・調査・修繕、老朽化した管きょの改築 

☞処理場・ポンプ場の維持管理・改築更新 

  ⇒点検・調査・修繕、故障リスク大の機械・電気設備の改築 

管更生 

作業イメージ 

巡視 清掃 カメラ調査 更生工法 

テレビカメラ本体 テレビ確認 目視点検 

作業状況 
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施策Ⅰ－３ ストックマネジメントの推進      
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●総延長約 3,790kmの管きょのうち、現在、耐用年数の 50年を経過したものは約

3６0km（約９％）ですが、20年後には約 1,４40km（約 40％）となります。 

改築更新はリスク評価などに基づき、ピークカット（平準化）を図り、年間約 17km

を目安に改築を推進していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
１ 

は
じ
め
に 

２ 

下
水
道
の
あ
ゆ
み 

 

 

２ 

下
水
道
の
あ
ゆ
み 

３ 

事
業
の
課
題 

 

 

３ 

事
業
の
課
題 

４ 

計
画
の
考
え
方 

 

 

４ 

計
画
の
考
え
方 

５ 

主
要
施
策 

 

 

５ 

主
要
施
策 

６ 

収
支
計
画 

 

 

６ 

収
支
計
画 

７ 

Ａ
Ｍ
の
取
組
み 

 

 

７ 

Ａ
Ｍ
の
取
組
み 

     

     

355

【9.4% 】

715

【18.9% 】

1,436

【37.9% 】

2,794

【73.8% 】

3,473 

【91.7% 】

3,788

【100.0% 】
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S24 S27 S30 S33 S36 S39 S42 S45 S48 S51 S54 S57 S60 S63 H3 H6 H9 H12 H15 H18 H21 H24 H27 H30 R03

全
体
累
計
延
長
（
k
ｍ
）

年
度
布
設
延
長
（k
ｍ
）

整備年度

千葉市年度別下水道管布設延長 令和４年度末時点

中央処理区 南部処理区 印旛処理区 全体累計

40年以上経過
715km

【18.9%】

30年以上経過
1,436km

【37.9%】

20年以上経過
2,794km

【73.8%】

10年以上経過
3,473km

【91.7%】

50年以上経過
355km

【9.4%】

総延長は約 3,７9０km 

50年経過した下水道管延長の推移 （令和 4年度末時点） 

緊急度Ⅰ（腐食） 緊急度Ⅱ（破損） 

緊急度Ⅱ（継手ズレ） 緊急度Ⅱ（浸入水） 

改築後（管更生） 

急増する老朽管にあわせての改築は困難 

⇒ ピークカットによる事業費の平準化 
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施策Ⅰ－３ ストックマネジメントの推進   
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●第１期の調査実績から、緊急度Ⅰの割合が小さかったため、『速やかに措置が必要な

緊急度Ⅰ』（腐食、たるみ）と、対策を必要とする異状のある『5年未満に措置が必

要な緊急度Ⅱ』（破損、継手ズレ、浸入水）までを、改築することとしています。 
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100%

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

【第２期】緊急度分布の推移想定（改築更新を行わない場合） 

緊急度Ⅱ 

異状なし 

緊急度Ⅰ 

緊急度Ⅲ 

『R5～R9 年度：9km』 
 『R10 年度～ ：17km ※総合地震対策も含む 』 
 

年当たり改築延長 
 

第１期の想定よりも割

合が小さい 

緊急度Ⅱ 

異状なし 

緊急度Ⅲ 

【第２期】緊急度分布の推移想定（下記の年当たり改築延長で改築更新を行う場合） 

（経過年） 

（経過年） 
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施策Ⅰ－３ ストックマネジメントの推進   
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  ◆処理場・ポンプ場の維持管理・改築更新 

●処理場・ポンプ場の設備など約 14,000点に対し、リスク評価（設備が故障した場

合の被害規模や不具合の起こりやすさ）を行い、優先的に対策が必要な設備を選定

しました。 

 

●下水道ストックマネジメント計画では、処理場、ポンプ場設備に対して、「予防保全

型管理」を実施することで、設備の健全度を維持するとともに、老朽化した設備は

適切な時期に改築を進め、『影響度４～５の設備が故障リスク大となる割合』を現状

維持させることを目標としています。 

なお、故障リスク大の設備が常態化するため、長寿命化対策が可能な設備は積極

的に長寿命化を実施し事業費を削減させたうえで、出来る限り故障リスク大の割合

の低減を図ります。 

 

（故障リスク大の定義） 

 故障発生時の「影響度」と故障の「発生確率」をマトリクス評価し、故障リスク

大・リスク大・リスク中・リスク小に分類しています。 
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ランク

5 大 大 大 故障リスク大 故障リスク大

4 中 中 中 大 大

3 小 小 小 中 大

2 小 小 小 小 中

1 小 小 小 小 小

評価点 　　～　1 1.1　～　2 2.1　～　3 3.1　～　4 4.1　～　5

ランク 1 2 3 4 5

発

生

確

率

評価点 改築シナリオに用いるマトリクス表

5　～ 　５

4　～　4.9

3　～　3.9

2　～　2.9

1　～　1.9

影響度

※発生確率 

   健全度または経過年数と目標耐用年数により、発生確率の評価点を算出  

※影響度 

   エリア面、機能面、能力面、コスト面のそれぞれに重み付けを行い、定量的に評価点を算出 
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〇年度別のリスク分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇改築対象施設の例 

●浄化センターのスクリーンかす設備 

 

 

 

 

 

 

 

●ポンプ場のポンプ設備 
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３０年間の故障リスク大の割合は１５～１７％を維持 

ケーシング部分の腐食 レーキ部分の腐食、変形 

ケーシング部分の腐食 
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施策Ⅰ－３ ストックマネジメントの推進   
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は
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 具体的取組 

 

取 組 １ 管きょの維持管理 

概 要 

管路施設の機能を確保するために、日常的・定期的な維持管理を的確に実施し、施設

を良好な状態に保ちます。さらに、蓄積された維持管理情報を分析・活用すること

で、より効率的な維持管理を実施します。 

主な事業 
点検 Ｌ＝５０ｋｍ／年 

 調査 Ｌ＝１００ｋｍ／年 

  

取 組 ２ 処理場・ポンプ場の維持管理 

概 要 

処理場、ポンプ場設備に対し、日常点検、定期点検等を実施することにより、設備の

健全度を維持します。 

また、点検記録や蓄積された維持管理情報を分析・活用することにより、施設の寿命

を予測し、異常や故障に至る前に対策を施す予防保全を実施します。 

主な事業 
保全に必要な維持管理情報を収集するため、ストックマネジメントに基づく点検、調

査、修繕を実施します。 

  

取 組 ３ 管きょの改築更新 

概 要 
管きょの老朽化が進む中、道路陥没の原因となる管きょの破損などを未然に防止す

るため、劣化状態に応じて改築を実施します。 

主な事業 改築更新 Ｌ＝９～１７ｋｍ／年 

実施計画 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 

改築更新 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

インプット 管きょの改築 
Ｒ５～Ｒ９       ９ｋｍ／年 

Ｒ１０～Ｒ１４ １７ｋｍ／年 

アウトプット 目標の方向性 現状値（R4） 目標（R14） 

管きょ改築率（Ｒ３～１４） 増加（↑） １５％ １００％ 

  

取 組 ４ 処理場・ポンプ場の改築更新 

概 要 
設備の老朽化が進む中、処理に支障をきたす設備故障などを未然に防止するため、優

先度の高い設備から改築を実施します。 

主な事業 

設備故障リスクの高い設備について、計画的に改築を実施します。また、改築の実施

にあたっては、ライフサイクルコスト（ＬＣＣ）の検証によって、最適な改築方法を

選定します。 

実施計画 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 

改築更新 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

インプット 処理場、ポンプ場の改築 ２処理場、１８ポンプ場 

アウトプット 目標の方向性 現状値（R4） 目標（R14） 

設備故障リスク（大）の割合 維持（→） １５％ １５％ 
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施策Ⅰ－４ 施設の再構築   

１ 

は
じ
め
に 

 
 

 

 

将来の人口減少に伴う汚水量の減少などに合わせた施設に再構築していくことが必要

となってきます。施設のダウンサイジングや統廃合など、費用対効果を考慮しながら、老

朽化した施設の改築を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ◆中央統合ポンプ場・印旛統合ポンプ場の建設 

●供用開始後 50年を経過し、老朽化が著しい神明・幸・黒砂・出洲、高洲第１・２

ポンプ場について、将来人口の減少に伴う汚水量の減少も考慮して、「中央統合ポン

プ場」「印旛統合ポンプ場」への施設の統廃合を行います。 
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施策Ⅰ－４ 施設の再構築 

【主な取組み】 

☞中央統合ポンプ場（２０２８（令和１０）年度工事着手予定) 

  ⇒神明、幸、黒砂、出洲ポンプ場の統合 

☞印旛統合ポンプ場（２０２１（令和３）基本設計着手、次期計画工事着手予定） 

  ⇒高洲第１・２ポンプ場の統合 
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施策Ⅰ－４ 施設の再構築   

１ 

は
じ
め
に 

 
 

 具体的取組 

 

取 組 １ 施設の再構築 

概 要 

土木躯体耐用年数（５０年）に達する処理場・ポンプ場施設について、統廃合による

施設機能の高度化・耐震化などのメリットを検討し、再構築事業を推進します。 

また、ストックマネジメントに基づく施設の更新にあたっては、人口減少社会の到来

を見越して、施設の統廃合やダウンサイジングを検討していきます。 

 

主な事業 

＜ポンプ場の再構築＞ 

 中央統合ポンプ場（中央処理区４中継ポンプ場の統廃合） 

 印旛統合ポンプ場（印旛処理区２中継ポンプ場の統廃合） 

 

実施計画 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 

中央統合ポンプ場     ⇒   ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

神明遮集幹線         ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

幸遮集幹線            ⇒ 

黒砂遮集幹線          ⇒ ⇒ ⇒ 

出洲遮集幹線           ⇒ ⇒ 

雨水滞水池撤去    ⇒ ⇒ ⇒ ⇒      

印旛統合ポンプ場 ⇒ ⇒ ⇒          

汚水幹線  ⇒ ⇒          

インプット 統合ポンプ場 ２箇所 

アウトプット 目標の方向性 現状値（R4） 目標（R14） 

統合ポンプ場着手 維持（→） ２箇所 ２箇所 
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施策Ⅰ－５ 未普及地域の解消   

１ 

は
じ
め
に 

 
 

 

 

衛生的な生活環境を実現するため、未普及地域の汚水管きょの整備を行います。 

 

 

 

 

 

  ◆未整備地区の整備 

●区画整理事業は、街づくりにおけるインフラ整備であり、下水道は重要な要素の一

つであることから、整備を進めます。 

●その他箇所については、順次、整備箇所を抽出して整備を行います。 

また、私道等については、整備要件を説明し、整備効果等を PR していくことで整

備を進めます。 
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施策Ⅰ－５ 未普及地域の解消 

【主な取組み】 

☞未整備地区の整備 

  ⇒区画整理事業（３ｈａ） 

私道など未整備地区 （１４ｈａ） 

事業計画面積     ：１３，１２１ha 

整備済面積（R4 末） ：１２，２９９ha 

未整備面積（R4 末） ：   ８２２ha 
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施策Ⅰ－５ 未普及地域の解消   

１ 

は
じ
め
に 

 
 

 具体的取組 

 

取 組 １ 未整備地区の整備 

概 要 

「千葉市汚水適正処理構想」に基づき汚水管きょの整備を進め、未普及地域の解消に

取り組んでいきます。汚水整備は概成しているため、下水道処理人口普及率は現在の

９７．５％前後で推移する見込みです。 

 

主な事業 

区画整理事業     Ａ＝ ３ｈａ 

私道など未整備地区    Ａ＝１４ｈａ 

 

実施計画 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 

区画整理事業 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

未整備地区 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

インプット 
区画整理事業  ３ｈａ 

未整備地区 １４ｈａ 

アウトプット 目標の方向性 現状値（R4） 目標（R14） 

汚水整備率 増加（↑） ９３．７％ ９３．９％ 

  

取 組 ２ 水洗便所改造等資金の貸付・一部助成 

概 要 

公共下水道への接続を促進するため、既設の便所を水洗便所に改造する工事を行う

者に資金の助成を行います。ただし、水洗化によって浄化槽・汲み取りが減少してい

るため、件数自体も逓減してきています。 

 

主な事業 

＜貸付金＞ 

工事に要した費用５０万円を限度に無利息で３７か月以内の月賦償還で貸付をし

ます。 

＜補助金＞ 

接続奨励金として供用開始の公示後１年以内に施工するものに対し１万円、１年

から３年以内で、自己資金で施工する者に対し５千円を補助します。 
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